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保健・看護職のキャリア発達に関する研究動向

小海節美�� 　津島ひろ江��

は じ め に

近年，社会的・経済的環境の変化に伴って，労働
の状況も構造的に変化し，その影響は個人の意識や
価値観にも及んでいる．保健・看護職をめぐる状況

も制度や教育，看護師不足が大きな社会問題となる
など急速な転換が進行している．その背景としての
健康問題の変貌，医療の高度化・複雑化，安全な医
療への要求に連動する専門性，職場環境，教育や研
修の課題解決が急がれている．
こうした状況のなかで特に専門性の向上に関わる

キャリア発達とアイデンティティは，現代のチーム
医療における他職種との協働の推進という側面から
も重要な課題となっている��．

本研究は，養護教諭のキャリア発達に関する研究
に取り組むにあたりその第一段階として近接領域
である保健・看護職におけるキャリア発達に関する
研究を概観し，研究の基礎資料とすることを目的と
する．

研 究 方 法

学術雑誌と大学などで発行された研究，紀要の両
方を検索できる『�����』及び国内発行の医学，看護
学及びその関連領域の雑誌，論文を収録したデータ
ベースである，『医学中央雑誌』で保健・看護職にお

ける「キャリア」に関する文献を検索し検討した．

結 果

�．保健・看護職における「キャリア」に関する文

献の検索

キーワード「キャリア発達 　看護」，「キャリア発
達 　看護師」，「キャリア発達 　保健」，「キャリア発
達 　保健師」，「キャリア発達 　養護教諭」，「キャリ
ア 　看護」，「キャリア 　保健」，「キャリア 　養護」，
「キャリア 　看護師」，「キャリア 　保健師」，「キャ
リア開発 　看護」，「キャリア開発 　保健」，「キャリ

ア開発 　看護師」で検索した結果，�

�年から�		�

年まで，総文献数は�
	であった．そのなかで，保
健・看護学分野においてキャリアに関する研究が比
較的活発となった�

	年代以降について，原著を中
心に，題目に「キャリア発達」「キャリア開発」とあ

る論文�
件を抽出した．
�．抽出文献の掲載年，研究対象，研究方法（表 �）

� 論文の掲載年別の論文数は，�

	年代の�	年
間は��件であったが，�			年から �年間では
�
件と�			年代が 
割近くを占めていた．

� 研究対象（一部重複）は，主として看護師（婦）
で��件（准看護師 �件を含む），保健師が �

件，助産師 �件，看護学生 �件，（准看護学生
�件を含む），看護教員 �件，養護教諭 �件で

あった．
� 研究方法は，質問紙調査法が��件，面接（半
構成的面接）法が��件，と質問紙調査法が多
くみられた．面接法が用いられるようになっ
たのは�			年以降からである．

�．「キャリア発達」文献と「キャリア開発」文献

（表 �）

�
件の文献について，「キャリア発達」が題目に
入っているもの（��件）と，「キャリア開発」が入っ

ているもの（�
件）とに区分して整理し，比較検討
を試みた（以後「キャリア発達」文献，「キャリア開
発」文献とする）．

� 抽出した文献�
件をみると，「キャリア発達」
文献は�

	年からみられるが，「キャリア開
発」文献は�


年以降からである．

� 研究方法は「キャリア開発」文献の方が「キャ
リア発達」文献に比べ面接調査法が多くみ
られた．前述したように質的研究法である

面接（半構成的面接）法がみられるのは�			

年以降からである．さらにライフヒストリー
法による分析は�		�年に �件みられるのみで
あった．

� 学術誌に掲載されていたものは �件で全て
「キャリア発達」文献であった．「キャリア発
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表 � 検討文献における論文数・研究対象・研究方法

達」文献は紀要も比較的多く，掲載誌の範囲
が多領域に亘っているが，「キャリア開発」文
献は日本看護協会発行の日本看護学会論文集
『看護管理』が多い．

�．「キャリア発達」文献

渡辺は，「�������」を，心理学を背景とする人は
「キャリア発達」，経済学，経営学を背景とする人は

「キャリア開発」と訳し，前者はキャリアのもつ主観
的側面に焦点を，後者は客観的側面に重点を置く，と
述べている．また「キャリア発達」が，個人がキャリ
アを発達させていく「心理学的メカニズム」，「キャ
リア開発」はキャリア発達が個人と組織にとって一
層意義有らしめていくための「方途」である，との
論を紹介している��．
そこで本研究では，今後取り組む研究内容から，
本研究における文献の研究内容の検討について，検

討の対象を題目に「キャリア発達」の用語が用いら
れている��文献とした．
　�．�．文献のキャリアの定義

論文のなかで，「キャリア発達，（発達過程）」とし
て定義を記述しているものは �件であり，定義の全
てに共通しているのは，「（自己）実現」または「成
長」の用語であった．
　�．�．研究内容の分類（表 �）

文献の研究内容を次のようにカテゴリー化した．

「職場環境」，「移動，異動」，「キャリア発達の要
因，構造，特質，影響因子」，「経験年数と研修」，「卒
後教育，継続教育」，「職務特性」，「ライフイベント」，
「その他」の 
項目に分類できた．

� 職場環境
　�

	年に職業観を職業イメージとして測
定，分析するという研究が二報にわたって
報告されている．若林らは，高校衛生看護科
専攻科を除く �課程の看護学生を対象とした
調査を行っている．看護学生の職業環境とし
て「看護婦」「医師」「患者」「病院」の �種を

キーコンセプトとしてイメージ測定を行い，
イメージの課程間比較における �年課程学生
の特異性と，学年段階においての職業環境イ
メージのネガティブな方向への変化をあげて
いる．またこの変化は，以降も鈍化，停滞し
ながらも概ね維持されることを報告している．
　さらに対象を准看護学生とし，就業環境と
意識を調査した研究では，医療施設の規模に
より指標は逆の結果を示すことを明らかにし

た．また，そうした准看護学生の就労・就学
実態について，就労時間は施設規模間での相
違が顕著，通学に対する職場の配慮は，有意
な施設規模間の差が認められた事を報告して
いる����．
　人的環境に関する研究では，県立病院の柴
田らはベナーの �段階の技能修得レベルも調
査内容とした調査を行い，卒後�	年までの教
育と達人レベルの看護婦における積極的指導

が，当院の在職率を上げている理由の一つと
結論している��．
　このように高度な専門性を有する同僚の存
在が，キャリア発達に与える影響に関する研
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表 � 「キャリア発達」文献の内容分類
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究では，門屋らは，看護婦のキャリア発達志
向に，認定看護師の存在が他の看護婦のスペ
シャリスト志向を高めることに影響している
と結論付けている��．

　�

�年以降に看護職におけるメンターやメ
ンタリングの研究発表を続けている小野は，
キャリア選択時のメンタリングはモデルと助
言が多く，モデルの一つは，身近に看護師が
いた場合である等と報告している��．看護職
のキャリア発達におけるメンタリングの有用
性について検討した菊地は，看護職はメンタ
リングのキャリア支援が少ない傾向にあった
が，職場内の上司，先輩をメンターとしてメ

ンタリングを受けているプロディは，キャリ
ア目標意識が高い傾向にあったとまとめてい
る	�．

� 移動，異動
　キャリア形成にとって重要な意味をもつ異
動・移動の影響について，長友と草刈は，全
国の国公私立大学病院の看護部長・副看護部
長を対象に，質問紙調査を行い，結婚後の移
動・転勤は配偶者のキャリアの影響を受け，

昇任は移動可能な未婚者と子どものいない既
婚者に有利に働いている．それは，������の
「キャリア発達の三次元モデル」で示された
縦へのキャリア発達を加速させる要因である
ことを，明らかにしている．この報告は，後
述する「看護職のキャリア発達曲線」の概念
モデルを実証的に明らかにした草刈の調査結
果の一環である�
�．

� キャリア発達の要因，構造，特質，影響因子

　キャリア発達の要因に関する研究は，対象
文献の中では最も多くみられ，要因の分析を
試みている．それには，職業選択の動機や職
業継続意識の中から要因を捉えるもの���，ま
た，大学病院の経験�	年以上の看護婦を対象
に，半構成的面接法により要因を明らかにし，
どの要因がキャリア発達過程にどう影響した
か等に迫ろうとするもの���，同じく面接によ
る調査で，抽出された複数の因子の重なりに

よりキャリア発達過程が促進されていたこと
を報告しているもの���，等がみられる．
　川崎は，手術室看護師の自己啓発に関わる
質問紙調査を行い，手術室看護師は発達過程
のプロセスを踏めていない状況と考察してい
る．また啓発の環境因子の中では学習機会，
患者・家族との関わり，上司との関わり，役
割遂行による満足感の獲得，について回答し

たものは少なかった，と報告している���．
　調査のなかで，管理職を対象にした研究が
比較的多くみられることは，研究の領域から
は当然ともいえるが，宮田は役職についてい

ない中高年看護職者を対象として半構成的面
接を行い，キャリア発達の要因について，職業
意識，個人的要素，職場の人間関係から，コア
カテゴリーが抽出されたと報告している���．
　石飛らは，質問紙による調査の内容分析を
行い，専門性の向上について，まず必要な要
素としてコードの抽出を行い，これらから知
識の希求等のサブカテゴリー，さらに知識・
技術・学習の技能，等の �つのカテゴリーが

形成された，と報告している���．
　キャリア発達の構造についての研究として，
特筆されるのは草刈の研究である．それは日
本の看護職に初めて，「ライフコース研究」の
視点を適用し，「ライフコース」と「キャリア
発達」の �つの視点から，「看護管理者のキャ
リア発達過程」の全貌をとらえ構造化したも
のである���．
　グレッグらは，半構造化面接法により臨床

看護師の経験を調べ，キャリア発達の構造に
は，基礎としての意思やコアの存在があり，
このキャリアのなかで看護の追及が行われ，そ
れが発達の基礎をより強固にし，発達のプロセ
スが繰り返され，さらなる発達を遂げるという
キャリア発達の構造モデルを描出している���．
　今回の文献の研究対象として保健師は，看
護師に比べ非常に少数であったが，保健師の
人生体験をライフヒストリー法により分析し

た田中らは，キャリア発達の特質として，「働
く女性としての道を開くこと」，「保健師とし
て目指す方向をもち続けること」等 �つの特
質が抽出され，それらは相互に関連している
ことを報告した �	�．
　学校保健の主たる担当者である養護教諭を
対象とした研究では，山道らは養護教諭職の
キャリア発達の影響因子のなかの，職業意識，
キャリアアンカー，成長に役立ったことの �

側面について分析・考察し，職業意識の調査
からは，養護教諭の特性が明らかとなったと
している�
�．

� 経験年数と研修
　手術室看護婦の年次目標の記載をもとに，
目標とキャリア発達の関連を検討した深澤は，
看護経験年数及び手術看護経験年数と目標達
成率には相関関係はみられず，研修の有無と
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目標達成率にも関連はみられなかったが，研
修経験者はそれが無いものに比べて目標設定
範囲が拡大している傾向にあったと考察して
いる���．

� 卒後教育，継続教育
　冒頭でも触れたように，急激な看護大学や
大学院の増加にみられる，看護教育の高等教
育化は，卒後教育，継続教育の整備をも促す
ものである．林，池西，グレッグらは，岐阜県
内看護職のキャリア発達に関する調査として
卒後教育，継続教育について，三報にわたっ
て報告している．大学の諸制度・サービスに
ついての認知では，県下看護職者の �割が科

目等履修制度・編入学制度を知っていた事，
今後活用を希望している内容は，「職場外で
の研修」と「看護系大学の活用」の割合が高
い事，編入学試験受験意志のある群は，男性
が多く，看護経験年数は�	年未満で，病院に
勤務する者が多い等を明らかにした������．
　継続教育に関する研究としては，長谷川ら
は，ファーストレベル研修に参加する以前の
段階にある看護師では，過去の学習の動機に

は内発的，外発的動機付けが混在し，系統的な
研修の積み重ねは十分ではなく，自己のキャ
リアの方向はある程度決められている者も多
い，事等を結論として述べている���．
　兼宗らは，キャリア発達の方向性としての
具体的分野は終末期看護が最も多く，継続教
育に関する情報の入手先も殆どが「看護部」
で，情報源は県看護協会教育計画が殆どであ
る等を明らかにした���．

� 職務特性
　キャリアと職務特性を研究している坂口
は，救急部門に勤務する看護職が対象者の半
数を占める調査で，組織における個人の要因
（キャリア志向）と組織の要因（職務特性）の
認知的適合が，高いキャリア結果を導く等の
報告を行っている���．また，看護職の職務特
性としての因子，救急看護に特徴的な職務特
性次元として，「技能多様性」と「同僚との協

働」が抽出されたことや，発達には職務への
適合認知が重要であること，等が示唆された
としている����	�．

� ライフイベント
　長友らは，組織の頂点にたつ看護部長と副
看護部長の基本属性とライフイベントを調査
し，平均年齢や親との同居が就業を継続する
うえでの一条件となっていること，婚姻率は

同世代の他職種に比べ高い等，看護管理者は，
現代女性に近いライフイベントの特徴をすで
に有しており，近年ますます職種間の差がな
くなりつつあることをうかがわせると述べて

いる．さらに�	年後に再調査を行い，前回に
みられた未婚者と既婚者間の役職就任時年齢
の差は，今回は消失している，等が明らかに
なったと報告している�
����．


 その他
　山道らは養護教諭のキャリア発達に関する
研究のための基礎的資料として，社会学等の
近接領域のキャリア研究を概観し，養護教諭
の分野の研究は力量形成や職能成長に主軸を

置く「職業キャリア」に焦点を当てたもので，
キャリアの一側面に限定された研究であった
とまとめている���．
　勝原らは，題目を「専門職のキャリア発達
に影響を与えるリアリティショックの実態」，
として，看護学生から看護師への移行プロセ
スにおけるプロフェッションフッドの変容に
ついての面接調査を行い，リアリティショッ
クには，看護師のイメージと実際の臨床看護

師とのギャップ，看護への期待と現実の看護
とのギャップ，組織に所属することへの漠然
とした考え方と現実の所属感とのギャップ等
の �種類がみられ，リアリティショックはプ
ロフェッションフッドを変容させていること
等を明らかにした���．

考 察

�．研究の蓄積

保健・看護職のキャリア発達に関する研究は看護
教育の高等化や専門性の深化，医療の高度化等を背

景とする，保健・看護職をめぐる状況の変化からの
必然的な要請と考えられ，研究が勢いを増すのは
	

年代に入る頃からである．したがって研究の歴史は
まだ浅く，研究の蓄積も相対的に少なく，看護学の
研究においては，研究途上の段階にある領域といえ，
今後の発展が期待される．
�．研究対象，研究方法

研究対象の多くが看護師であったことは，保健師
の絶対数を考慮すると当然ともいえるが，准看護師

が少なく，准看護師のみを対象とした研究はみられ
なかった．キャリア発達を考える際，看護職の制度
や教育など，その背景抜きには困難である．こうし
た，課題を構造的にとらえる視点からの研究の増加
が望まれる．
研究方法としては，質問紙による量的な調査法が
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多くみられる．�			年代から面接法による質的研究
がみられるようになった．また研究内容の分類で明
らかになったように，キャリア発達の要因，構造，
特質，影響因子についての研究内容では �件中の �

件が面接法である．量的な調査は，データが断片化
される側面が懸念される．働く人，個人個人の具体
的な経験を質的調査により明らかにしようとの方向
性の表れと受け止められる．
さらに，半構成的面接による研究方法のなかでも

ライフヒストリ―という質的資料による研究を行
なっているものは �件のみであった．当事者の主観
的な視点にもとづいた語りを，客観的な資料と関連
させながら，キャリア発達を包括的にとらえること

は，研究を発展させるうえで非常に重要と考えられ
る．こうした研究により文献中の，「キャリア発達，
（発達過程）」の定義に共通していた「（自己）実現」
と「成長」の構築の実態が明らかになると思われる．
�．研究内容

研究の内容にキャリア発達の要因，構造，特質，
影響因子についての研究の増加がみられる事は，研
究の進展を示す指標の一つといえよう．
一方，現在新人看護職員の�	人に一人が就職後 �

年以内に離職することが日本看護協会の調査で報告
されている（�		�年）．
社会，文化の基礎となる経済的・物理的条件は，

職業を継続しキャリア発達を支えるうえで重要な意味
を持つものといえよう．しかし，こうした課題に関
心をはらった研究はごく僅かであった．また，保健・
看護職がなお女性性を有する職業であるところから
も，キャリア発達に関わるこれらの女性労働として
の，外的条件をも視野に入れた研究が求められよう．

�．養護教諭のキャリア研究

養護教諭のキャリアに関する研究は，検索の結

果 �件のみで，著者は山道を含む �名であった．論
文のうち �件は本研究で先に検討した文献研究であ
り，他の �件はいずれも研究方法は質問紙調査法で
あった．

山道は，これまでの養護教諭のキャリア発達に関
連する研究は，養護教諭の専門的力量の形成や資質
の向上に主眼が置かれてきた，と述べている���．
これからの養護教諭のキャリア発達に関する研究

は，量的な研究とともに，養護教諭のキャリア発達
の過程を現実の変化として具体的にとらえ，客観的
な資料と関連させながら，発達の内実を明らかにし
ていく質的な研究が必要と考えられる．

本研究の限界

検索した文献の「論文種類」が，データベース上
の区分と実際の文献と合致していないと思われる例
が多くみられた．文献の収集において，そうした機
器による検索の弱点の影響を受けている．同時に題
目に「キャリア発達」「キャリア開発」と入っている
もののみを抽出したが，キーワードや内容に「キャ
リア発達」「キャリア開発」があるものをここでは除
いており，全体を網羅していない．今後は分析対象
を拡げ研究を進めたい．

お わ り に

保健・看護職におけるキャリア発達に関する研究
を概観しその理論や方法において，研究は途上の段
階にあることが確認でき，今後一層重要性を増す研
究領域であるとの示唆を得ることができた．
こうした保健・看護職のキャリア発達に関する研
究動向をも基礎とし，養護教諭のキャリア発達に関
して，その発達を生涯発達の視座から包括的にとら
える方向での研究を目指したい．
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